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	応用
	抗原情報
	背景
	CBF は、マウス白血病ウイルス、ポリオーマウイルスエンハンサー、T 細胞受容体エンハンサー、LCK、IL3、GM-CSF プロモーターなど、多数のエンハンサーとプロモーターのコアサイト 5'-PYGPYGGT-3' に結合します。 CBFB は RUNX1 による DNA 結合を強化します。 RUNX ファミリータンパク質 (RUNX1、RUNX2、RUNX3) とヘテロ二量体複合体コア結合因子 (CBF) を形成します。 RUNX メンバーは、その制御領域内のコアコンセンサス結合配列 5'-TGTGGT-3'、または非常にまれに 5'-TGCGGT-3' をラントドメインを介して認識することで、標的遺伝子の転写を調節します。一方、CBFB は DNA に結合しない制御サブユニットであり、RUNX の配列特異的 DNA 結合能力をアロステリックに強化します。ヘテロダイマーは、マウス白血病ウイルス、ポリオーマウイルスエンハンサー、T細胞受容体エンハンサー、LCK、IL3、GM-CSFプロモーターなど、多数のエンハンサーおよびプロモーターのコア部位に結合します。CBF複合体は、細胞傷害性（CD8+）T細胞の分化においてZBTB7B転写因子を抑制します。CBF複合体はZBTB7B遺伝子座内のRUNX結合配列に結合し、転写サイレンサーとして機能し、細胞傷害性T細胞の分化を可能にします。
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	K562 細胞溶解物中の CBFb 発現のウエスタンブロット分析。

